
一
般
社
団
法
人
富
山
県
臨
床
工
学
技
士
会
設
立
の
お
知
ら
せ 

 
謹
啓 
陽
春
の
候
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す 

平
素
よ
り 

当
会
の

活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

さ
て 

富
山
県
臨
床
工
学
技
士
会
は 

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日
に
一
般
社
団
法
人
の
登

記
を
行
い 

同
日
開
催
の
平
成
二
十
一
年
度
一
般
社
団
法
人
富
山
県
臨
床
工
学
技
士
会
総
会

に
て
一
般
社
団
法
人
を
設
立
し 

四
月
十
八
日
の
平
成
二
十
二
年
度
両
総
会
に
お
い
て 

一

般
社
団
法
人
富
山
県
臨
床
工
学
技
士
会
に
移
行
し
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す 

つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
迄
の
活
動
に
増
し
て 

平
成
二
十
四
年
度
日
本
臨
床
工
学
技
士
会
総

会･

第
二
十
二
回
日
本
臨
床
工
学
会
の
富
山
県
で
の
開
催
に
向
け 

ま
た
法
人
と
し
て
会
員
な

ら
び
に
県
民
の
皆
様
に
有
益
な
活
動
を
強
化
し
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
の
で 

今
後
と
も

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う 
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す 

 
 

 
 

 
 

謹
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平
成
二
十
二
年
四
月
吉
日 

一
般
社
団
法
人 

富
山
県
臨
床
工
学
技
士
会 

会 

長 
 

高 

道 
 

昭 

一 

平
成
二
十
一･

二
十
二
年
度 

役
員 

会
長 

 

高
道 

昭
一 

富
山
大
学
附
属
病
院 

副
会
長 

 

森
田 

 

猛 

富
山
大
学
附
属
病
院 

副
会
長 

 

宮
野 

勝
利 

元
町
内
科
医
院 

事
務
局
長 

熊
代 

佳
景 

富
山
市
民
病
院 

理
事 

 

小
島 

静
香 

か
み
い
ち
総
合
病
院 

理
事 

 

齊
藤 

理
恵 

済
生
会
高
岡
病
院 

理
事 

 

笹
山 

真
一 

黒
部
市
民
病
院 

理
事 

 

渋
谷 

 

登 
(

富
山
県
立
中
央
病
院) 

理
事 
 

徳
道 

久
就 

黒
部
市
民
病
院 

理
事 

 

堀
田 

直
樹 

厚
生
連
高
岡
病
院 

理
事 

 

森
田 

幸
浩 

富
山
赤
十
字
病
院 

理
事 

 

山
口 

雄
太 

富
山
県
立
中
央
病
院 

理
事 

 

山
下 

敬
雄 

北
陸
中
央
病
院 

理
事 

 

山
下 

智
之 

市
立
砺
波
総
合
病
院 

監
事 

 

嶋
岡 

健
志 

富
山
大
学
附
属
病
院 

監
事 

 

松
嶋 

尚
志 

金
沢
大
学
附
属
病
院 

以
上 


